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2015年９月26日(土)～11月８日(日)の日程で、本学今出川校地のハリス理化学館同志社ギャラリー

企画展示室にて企画展「縄文貝塚研究と酒詰仲男～没後50年～」を行った。酒詰仲男氏は、同志社大

学文学部教授であり、本学博物館講座開設者でもある。酒詰氏は縄文時代の貝塚研究者として著名で、

1950年から1960年代に縄文貝塚調査データを総合的にまとめた極めて重要な業績を残している。『日

本貝塚地名表』（1959）と『日本縄文石器時代食糧総説』(1961）であり、断片的であった貝塚研究を

総合的にまとめた初の成果として、以後の研究の基礎となっている。

また酒詰氏は、本学在職時に縄文貝塚以外にも様々な遺跡の調査研究に携わり、多くの後進を育て

た。さらに西日本の私立大学でもいち早く博物館学芸員課程を設置した。酒詰氏のこれら業績とその

人間性に今回焦点をあてて企画展ならびに講演会を開催した。会期中には約8400名と多くの来場者を

得た。

【企画展の内容】

展示品の多くは歴史資料館収蔵品と御子息の酒詰治男氏が収蔵する資料で構成される。一部に東京

大学総合研究博物館、教え子及び関係者などの資料がならぶ。酒詰氏の縄文貝塚研究は関東の遺跡調

査をベースに始まり、1953年に同志社大学の教員となった酒詰氏は広く西日本及び北海道へと遺跡調

査に乗り出していく。今回の展示では酒詰氏が関係した数多くの遺跡の中から代表的な遺跡を抽出し、

その遺跡の資料を展示した。その調査で示された学問的意義に触れた。

酒詰氏は人間味あふれる人物であり、その一端が和歌や絵画などにみられる。研究に邁進し、多く

の後進を育成するとともに、文化人としての酒詰仲男氏の顔も彼を表す上で欠かすことはできない。

そうした資料も今回展示した。

本学の博物館開設に関する初期の資料もあわせて展示した。本学における博物館学芸員育成の道筋

を積極的に推進したその足跡を追った。

また酒詰氏の教え子・関係者からも資料の提供を受けた。提供資料の多くは写真で、極力展示する

こととした。酒詰氏を始めとして当時の学生たちの生き生きとした姿を垣間見ることができ、その雰

囲気が伝わるよう展示を行った。

【講演会の開催】

10月11日(日)には明徳館１番教室にて『縄文貝塚研究と酒詰仲男』をテーマに３名の先生にお願い

し講演会を開催した。酒詰仲男氏から本学で指導を受けた白石太一郎氏（大阪府立近つ飛鳥博物館館

長・国立歴史民俗博物館名誉教授）から「酒詰仲男先生と初期同志社考古学の群像」、現在の縄文生

態に関する研究をリードする羽生淳子氏（カリフォルニア大学バークレ校教授・総合地球環境学研究

所客員教授）から「縄文生態研究と酒詰仲男」、酒詰仲男氏の御子息である酒詰治男氏（甲南女子大
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学名誉教授）から「 同志社文学>から 貝塚>へ」の講演をいただいた。また来聴者の中から酒詰

氏の指導を受けた石部正志氏、前田洋子氏からもコメントをいただき、テーマとした内容を十二分に

盛りこむことができ、盛況のうちに終えることができた。

今回の白石氏・羽生氏・酒詰氏３名の講演内容は、本書に掲載した。当日講演の口述内容に３人が

加筆修正したものである。なお編集作業は菊池望・藪田みゆき・手島美香・浜中邦弘で行った。
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展示風景
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